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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 

自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて）  

規
範
意
識
を
高
め
、
自
他
を
大
切
に
す
る
あ
た
た
か

な
心
を
育
成
す
る
。【
心
を
み
が
く
子
】 

・自他を
大切にす

る心の育 

成 

・規範意識や思いやりの心 
を育成する体験活動を計画 
的・継続的に推進する。  
≪学校行事、異学年交流、 
学級活動の様子≫ 

A 

A 

・道徳の授業やお話タイ
ムで、話すこと・聞くこ
とを意識して授業展開を

することで、質問して理
解を深めようとしたり、
自信をもって考えを話し

たりする子が増えた。 

・なかよし班活動では、 

異学年交流の経験が少な 

い子どもたちに、多様な 
他者や集団にふれる機会 
を経験させることがで

き、規範意識や思いやり
の心を育成する土台作り
ができた。 

B 

・他者の意見を聞
く力は社会性を身
につける上でも大

切。お話タイム・な
かよし班、特技発
表会などの活動

はよい。 
・自己肯定感は自
分の中でどのよう

に育てていくかと
いう視点で、自分
のよいところを見

つけていけるよう
引き続き指導して
ほしい。 

・こども園、保育園との
交流を、さらに増やして
いく。 

・ペアやグループ、全体
へと段階的に伝える経験
を積めるようにし、すべ

ての子にとって自分事に
なって考える道徳の授業
づくりをしていく。 

・自他を認める活動を計
画的・継続的に行い、自
己肯定感を高め、子ども

たちが温かな心を育む土
台作りを積み重ねる。 

・自尊感
情の高揚

と他者理 

解 

・自分の考えをすすんで伝
えるとともに、相手の考え
を尊重して聞こうとする意
欲を高める。 
≪道徳授業やお話タイム等 
の観察やふりかえり≫ 

A 

学
ぶ
意
欲
を
高
め
、
一
人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
す
。【
頭
を

み
が
く
子
】 ・自ら学

ぶ態度の

育成 

・タブレット端末を活用し,
協働学習や習熟の程度に応
じた学習に取り組む意欲と
技能を高める。 
≪授業や課題への取り組み
の様子≫ 
・基礎基本の定着を図る。 
≪やればできるテストの成 
果の分析≫ 

B 

A 

・「やればできるテスト」
に向けての課題プリント

やタブレットのドリルな
どで反復練習すること
で、基礎学力が定着した。 

・高学年は、家庭学習カ
ードを用いて、やるべき
ことを自分で計画し取り

組んだ。課題の提出日や
テストに向け、計画的に
学習を進められる児童が

増えてきた。 

・さまざまな教科で、タ 
ブレット端末活用のよさ 

を、感じることができた。 
 

B 

・自分で計画を立 
てて取り組む学習 

はよい。保護者に 
も取り組み状況を 
情報共有してほし 

い。 
・タブレット学習が
うまく活用できて

いる。同学年で習
熟度に差が出な
いように推進を図

ってほしい。 

・AⅠドリルの活用を増や
し、個別最適な学力を自

ら選んで進める体制を作
り、基礎基本の定着を図
る。 

・情報モラル学習を適切 
に行い、節度ある使い方 
を身につけつつ、より子 

どもたちが自由に使える 
環境を整えていく。 
・体験的な活動を継続し、

子ども自ら問題意識をも
ったり、興味がわいたり
するような単元構成に努

める。 
 

・問題解

決力の育
成 

・自分で課題を設定し,体験
や調べ学習を工夫し,学習を
深める力を育む。 
≪調べ学習の様子≫ 
・自分の言葉で考えを伝え、
よりよい考え方を追究でき
る力を育む。 
≪授業実践の振り返り≫ 

A 

自
分
の
「
い
の
ち
」
は
自
分
で
守
ろ
う
と
す
る
意
識
を

育
て
る
。
【
体
を
み
が
く
子
】 

・生活安 

全の徹底 

・地域や保護者と連携し,心 
身の健康保持に必要な基本 
的な習慣を育成する。 
≪生活状況の観察≫ 

 

B 

B 

・元気アップカードやメ
ディチャレを通して生活

改善を呼びかけたこと
で、保護者と連携を図り
ながら、生活習慣の育成

を行えた。 
・体育的行事では、自分
や学級の目標を設定する

ことで、休み時間に子ど
もどうしで声をかけ合っ
て意欲的に練習する姿も

見られた。 
・体育の授業では、ワー
クシートを活用して運動

意欲を高めることができ
た。 

A 

・生活習慣の育成
は家庭との連携

が必要。保護者の
協力が得られる
ように積極的な

取り組みをして
ほしい。 
・専任トレーナー

から練習のこつ
を教えてもらっ
たり、動画で自分

の動きを見返し
たりするなど、意
欲向上につなが

っていてよい。 

・元気アップカードやメ 
ディチャレの結果を授業 

等でも取り上げ、基本的 
な生活習慣の育成を目ざ 
す。 

・個に応じた対応と学年
全体に対する指導、子ど
もが互いに声をかける関

係をつくっていく。ラン
フェスやなわフェスを継
続する。 

・タブレットを有効活用
し、運動が苦手な子もふ
まえながら、子どもどう

しで技能を高め合える授
業づくりを考えていく。 

・健康で
たくまし
い体の育

成 

・体育授業と学校行事の連 
携，外遊びの奨励により， 
基礎的な体力と運動意欲の 
向上を図る。 
≪取り組みの状況や成果の
分析≫ 
 

A 

「
常
に
子
ど
も
が
主
体
」
の
理
念
の
も
と
、
地
域
や
子

ど
も
と
共
に
成
長
す
る
教
職
員
集
団
を
め
ざ
す
。 

・教職員
の専門性

の向上と
業務改善 

・働き方改革の視点による
業務改善に取り組みなが
ら，各自の専門性を高める
研修を推進する。  
≪研修による資質向上≫ 
≪ICT 等を活用した業務改
善の状況≫ 
 

A 

A 

・学年でＩＣＴを積極的

に活用し、その有効性に
ついて話し合った。ノー
トの回収・点検の業務効

率が上がった。 
・授業ボランティアによ
り、保護者との連携を図

った効果的な学習場面を
作ることができた。 
・校外学習では付き添い

ボランティアを依頼し、
子どもの安全を守るとと
もに、保護者の教育活動

への理解を図ることがで
きた。 
 

A 

・教員自身が健や

かな状態が子ど
もたちの教育に
重要である。業務

効率・学習内容の
向上を常に意識
して時代の変化

に対応してほし
い。 
・ボランティア活

動は、有意義な活
動なので、継続的
に推進してほし

い。 
 

・ＩＣＴのよりよい活用 

方法を研修等で習得し、 
授業や業務に生かしてい 
く。 

・必要な業務を洗い出し、
教員が心身ともに健康な
状態で子どもたちに向き

合えるように業務改善を
図っていく。 
・地域や保護者との連携 

がより密にできるように 
学校側からの呼びかけの 
工夫をし、授業の中で地 

域のかたにボランティア 
で参加してもらう機会を 
考えていく。 

・地域や
保護者と

の連携の
推進 

・教育活動を伝えるために，
定期的に情報を発信する。  
≪HP やメール等による情報
発信≫ 
・懇談会の設定やボランテ
ィアの依頼により、教育活
動への理解を図る。 
≪各行事への参加の様子≫ 

A 

【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


